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本報告書 は、 日本 自転車振興 会 か ら競輪収益 の一部である機械工業振興 資金 の

補助 を受 けて作成 した ものであ る。
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序

デー タベー スは、わが国の情報化 の進展上、重要な役割 を果たす ものと期待 されてい る。

今後、デー タベースの普及 によ り、わが国において健全 な高度情報化社会の形成が期待 さ

れる。`さらに海外 に対 して提供可能 なデータベー スの整備 は、国際的 な情報化へ の貢献お

よび自由 な情報流通 の確保 の観点か らも必要であ る。 しか しなが ら、現在わが国 で流通 し

ているデー タベー スサー ビスの中でわが国独 自の ものは1/4に す ぎないのが現状で あ り、

わが国 デー タベー スサー ビスひいてはバ ランスあ る情報産業 の健全 な発展を図 るためには、

わが国独 自のデータベー スの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力 に促進 し、

データベー スの拡充 を図 る必要があ る。

このよ うな要請 に応 えるため、(財)デ ータベース振興 セ ンターでは 日本 自転車振興会

か ら機会工業振興 資金 の交付 を受 けて、データベースの構築 および技術開発 について民間

企業 、団体等 に対 して委託事業 を実施 している。委託事業 の内容 は、社会的、経済 的、国

際的 に重要で、また地域および産業 の発展の促進に寄与す ると考 え られて いるデータベー

スの構築 とデータベース作成 の効率化、流通 の促進、利用 の円滑化 ・容易化な どに関係 し

た ソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業 の推進 に当 って、当財団 に学識経験者の方々で構成 され るデータベー ス構築 ・技

術開発促進委員 会(委 員長 東京工科大学教授 西野博二氏)を 設置 して いる。

この 「博物館情報 デー タベースシステムの構築」は平成元年度 のデータベー スの構築促

進 および技術開発促進事業 として、当財団が財団法人 日本科学技術振興財団 に対 して委託

実施 した課題 の一 つで ある。 この成果が、デー タベー スに興味をお持 ちの方々や諸分野 の

皆様方のお役 に立て ば幸いである。

なお、平成元年度 データベー スの構築促進 および技術開発促進事業 で実施 した課題 は次

表の とお りである。

平成2年3月

財団 法 人 デー タ ベー ス振 興 セ ンター



平成元年度 デー タベー ス構築 ・技術 開発促進委託課題

分 野 課 題 名

A

社 会

－

A

1気 候情 報 デー タベ ー スの構 築

2電 磁 波環 境 障 害 に関 す るデ ー タ ベー スの構築

3災 害 情 報 シソー ラス の構 築

4意 味 情 報 を中 核 と した医 療評 価 デー タベ ー ス とコ ミュ ニケ ー

シ ョン システ ムの構 築

5ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの 情報 ニー ズに即 した ラ イ フサ ポ

ー トデー タベ ー スの構 築

6博 物 館 情 報 デ ー タベ ー ス シス テ ムの構築

7中 央省 庁 で の電 子 計算 機 利 用 に関 す る報告 書 の デー タ ベー ス

化

地 域 活 性 化

中 小 企 業 振 興

8沖 縄地域 における文化情報データベースの構築

9九 州地域 の人材情報 デー タベース構築 に関する調査研究

10高 岡市商圏デー タベースの構築

11地 域 の物産 ・人材 ・文化情報のデー タベー ス構築 と新 しい地

域 間交流推進 に関す る調査研究

地 図 12マ ル チ メデ ィア型地 図 デ ー タベ ー ス構築 のた め の調 査 研 究

エ ネル ギー ・資源 13燃 料技術 と燃焼装置のデータベー ス作成

部 品 ・ 材 料 14技 術支 援 システ ム にお け る産 業 機械 部 品 デ ー タベー ス の構 築

15マ イ ク ロコ ン ピュー タの プ ログ ラマ ブ ル周 辺 デ バ イ スの デー

タ ベー ス構 築

標 準 化 16イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィー ・デ ー タ ベ ー ス の 構 築

17CD-ROMマ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ フ ォー マ ッ トの 調 査

海 外 18デ ー タベ ー ス構築 の た め の ター ミノ ロ ジー の調 査研 究

技 術 19異 種 データか ら構築 されるデータベー スの総合的処理 技術 に

関す る調査研究

20バ イナ リモデルに基 づ く先端的文書 システムの開発
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1.調 査 研 究 の概 要

1.1調 査 研 究 の背 景 と 目的

お が 国 は 今、 「生 涯 教育 」 の 時 代 を迎 え つ っ あ る。

社 会 構 造 そ の もの が 多様 な側 面 を 見 せ る現 代 に お いて、 人 々 は心 の ゆ と り、

心 の うる お い、 精 神 的、 文 化 的 な 充 実 を求 め て、 また あ る一 面 に お い て、 変 化

す る社 会 に対 応 して い くた め に新 た な知 識 や技 術 を求 めて、 学 習 意 欲 が 高 ま っ

て い る。 急 速 に 進 む 技術 革 新、 そ れ に と もな う産 業 構 造 の変 化、 情 報 化 社 会

の到 来 と、 ます ま す進 む 日本 の 国 際 化 等 々、 激 し く揺 れ 動 く社 会 の 中 で、 人 々

は 自 らの心 の 平 安 を求 め、 自 ら学 ぶ こ と を求 め る時 代 を迎 え っ っ あ る。 子 供 か

ら大 人 ま で、 男 女 を 問 わず、 あ らゆ る年 代、 あ らゆ る職 種、 あ らゆ る階 層 の人

々が、 学 習 す る機 会 を積 極 的 に求 め る よ うに な った の で あ る。

この よ うな 状 況 の 中 で、 地 域 にお け る知 識 を提 供 す る場 と して の 役 割 を担 う

博 物 館 は、 今 後 更 に そ の活 動 及 び機 能 を 活 発 化 し、 そ れ ぞ れ の 地 域 で の 知 的 サ

ー ビ ス機 関 と して ます ます 重 要 な役 割 を 果 して いか な けれ ば な らな い。 さ らに

は、 地 域 の人 々 の 博 物 館 に対 す る多 様 な 要 望 に対 応 す るた め、 地 域 に お け る個

と して の 博 物 館 で は な く、 他 の博 物 館 や 図 書 館等 と よ り広 く、 よ り柔 軟 な連 携

を 図 って い く こ と が必 要 とな って きて い る。 幅広 く多 様 な ニ ー ズ に応 え るた め、

単 独 の サ ー ビ ス機 関 と して で は な く、 複 合 化 し、 よ り高度 な情 報 を 提 供 す る こ

とが 求 め られ て い る の で あ る。 そ こで 今 回、 日本 全 国 にあ る博 物 館 を調 査 し、

デ ー タ ベ ー ス化 す る こ とに よ り、 個 と して の博 物 館 を知 的 ネ ッ トワー ク と して

統 合 化 す べ く調 査 研 究 を行 った。 各 博 物 館 を知 識 ベ ー ス と して と ら え、 デ ー タ

ベ ー ス を基 軸 に ネ ッ トワー ク化 を図 る こ とに よ って、 各 館 の 連 携 お よ び活 性 化

を促 し、 社 会 教 育 施設 と して の よ り一 層 の機 能 充 実 に 資す る こ とを 目的 とす る

もの で あ る。
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1.2実 施 内 容

博 物 館 に お け る連 携 活 動 と して は、 当 面 次 の よ うな内 容、 テ ー マ を考 え る こ

とが で き る。

① 展 示 活 動 に関 す る連 携

② 広 報 活 動 に関 す る連 携

③ 事 業 活 動 に 関 す る連 携

④ 情 報 交 流 に 関 す る連 携

⑤ 人 材 養 成 に 関 す る連 携

⑥ 運 営 ・管 理 に関 す る連 携

これ らの 中 で、 現 在 の社 会 の動 向 や 博 物 館 に対 す る ニー ズ等 を考 え る時、 博

物 館 の知 的 サ ー ビ ス機 関 と して の性 格 か ら、 特 に情 報 交 流 に関 す る連 携 が重 要

で あ る こ とが わ か る。

そ こで 情 報 交 流 の連 携 の 例 を 挙 げ て み る と、

① 博 物 館 情 報 の デ ー タ ベー ス化

博 物 館 が 持 って い る収 蔵 、 展 示、 研 究、 教 育 に関 す る重 要 な情 報 を デ

ー タ ベ ー ス化 した上 で、 これ を ネ ッ トワー ク化 し、 各 館 で検 索 使 用 出 来

る よ う にす る。

② 地 域 内 情 報 セ ン ター と して の 設 備 充 実 と ネ ッ トワー ク整 備

博 物 館 以 外 の教 育 施 設 、 文 化 施 設 等 と情 報 ネ ッ トワー クを 構 成 し、 そ

の セ ンター と して情 報 の 生 産、 加 工 、 蓄 積、 入 出 力 を行 う。

③ 展 示 物 交 換 情 報 の設 置運 営

全 国 各 館 を情 報 シス テ ム で ネ ッ トワー ク化 し、 当 初 は改 装 等 に よ る展

示 物 の廃 棄 や 再 利 用 情 報 の デ ー タ を セ ン ター に ス トックす る。
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以 上 の よ うな 事 項 を あ げ る こ と が 出 来 る が、 当 面 、 ① に っ い て 開 発 を 行 う こ

と と し、 今 年 度 は 、 博 物 館 のMARC(MachineReadableCatalogue)の 作 成

を 実 施 し た。

具 体 的 に は、 全 国 に 点 在 す る 約4,900館 の 博 物 館 に っ い て 、 そ の 基 本 的

属 性(所 在 、 分 野 等)を 調 査 し、 そ れ ら を も と に 「利 用 で き る 資 料 は あ る か 」

「ど の 情 報 を 参 考 に し た ら よ い か 」 等 、 い くっ か の 問 い 合 わ せ に 対 応 で き る よ

う な デ ー タ ベ ー ス を 作 成 し た 。

1.3実 施 体 制

1)実 施 機 関

財団 法 人 日本 科 学 技 術 振 興 財 団 が 財 団 法 人 デ ー タ ベー ス振 興 セ ンター

か ら調 査 委 託 を受 け、 「博 物 館 情 報 デー タ ベ ー ス シ ス テ ム検 討 委 員 会 」

を設 け、 調 査 研 究 を推 進 した。

2) 「博物館情報データベースシステム検討委員会」委員

委員長 新井重三 上武大学 教授

委 員 石倉亮治 千葉県立中央博物館 主任技師

〃 小関重美 データベースエンジニア リング株式会社

常務取締役

〃 里見親幸 株式会社丹青総合研究所 研究部長

〃 佐野雄一郎 神戸市立青少年科学館 館長

〃 長谷川正明 新潟県立自然科学館 館長

1.4実 施 期 間

1989年7月 か ら 、1990年3月 ま で 。
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2.博 物 館 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構 築

2.1.生 涯 教 育 の 時 代

人 は 自 らを.とり ま く社 会 、 文 化 とい う環 境 の 中 で 自 己 を 形成 して い く もの で

あ るpそ の過 程 に お い て教 育 は、 自 らの能 力 、 あ る い は 資 質 を 伸 ば し、 よ り良

く成 長す るた め の 重 要 な 役 割 を担 って い る。 自 らの成 長 、 発達 の糧 と して、 教

育 が 重要 な役 割 を 果 た す こ とは 自明 の理 で あ ろ う。

さて現 代社 会 に お い て、 この 「教 育 」 を 「生 涯 教 育 」 と い う概 念 で と らえ る

よ うにな って きた。 人 の生 涯 の 各 時 期、 各 年 齢 層 に わ た って、 自 己 あ啓 発 や 生

活 の 向上 のた め に、 適 切 な学 習 機 会 が もとめ られ て い る。 人 間 と して 主 体 的 に、

豊 か に、 よ り良 く生 き よ う とい う気 運 が 高 ま って い る ので あ る。 人め 一 生 あ ラ

'イラ
ステ ー ジを垂 直 的 次 元 で と らえ るな ら、 人 と して の生 活 の幅、 生 活 環 境 そ

の'もの を水 平 次 元 と して と らえ る こ とが で き よ う。'人 生 の各 ス テー ジ、 幼 年 期 、

少 年 期、 青 年 期 、 壮 年 期 、 老 年 期 、 各 時 期 に お い て＼ そ の時 々 にお け る、 学 校

や職 場 や家 庭 や そ の人 の住 む 地 域 の施 設 な どそ れ ぞれ の生 活 の場 に お い て、 教

育 の機 会 を求 め、 人 と して 豊 か で 幅 の あ る生 活 を求 め るよ うに な って きた の で

あ る。

この よ うな生 涯 教 育 の 考 え方 は、1965年 ユ ネ ス コに よ り初 め て提 唱 さ れ

た.もの で あ るが、 近 年 、 わ が 国 も含 め て、 国 際 的 な大 きな 流 れ と して重 視 さ れ

るよ うに な って き た。 義 務 教 育 を 包 含 した形 で、 生 涯 に わ た って教 育 を 受 け る

機 会 を積 極 的 に設 け るべ きで あ る とす る考 え 方 が、 国 際 的 に重 視 され る よ うに

な って きた の で、あ る。

で は、 な ぜ 我 々 は生 涯 教 育 を求 め る よ うに な った の で あ ろ うか。 ど の よ うな

必 要 性 に よ って 生 涯 教 育 が 叫 ば れ る よ うに な った の で あ ろ うか。

第1点 と して、 自己 啓 発 の気 運 そ の ものが、 社 会 的 に増 大 して い る こ とを 挙

げ る こ とが で きよ う。 経 済 の発 達 と共 に物 質 的豊 か さ、 飽 食 の時 代 を経 て、 今

や 文 化 的、 精 神 的 豊 か さを求 め る時 代 に な って きた と言 え よ う。 わ が国 に お い

て は、 教 育 に対 す る関 心 は従 来 よ り強 い もの が あ り、 ま た教 養 と して趣 味 ・技

芸 等 を身 につ け る こ と も盛 ん に行 わ れ て い る。 これ らの気 運 に更 に拍 車 が か か

った とみ るべ きで あ ろ う。
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第2点 と して は、 急 速 に進 む 技 術 革 新 や、 情 報 化 社 会 の 進 展 と共 にお こ る 国

際 化 の よ うな 社 会 構 造 の変 化 そ の もの が、 そ の変 化 に対 応 す る た め の 知 識 や技

術 を 持 つ こ と を、 人 々 に求 め て い る とい う事 実 で あ る。 目覚 ざ ま しい科 学 技 術

の発 達 や 技 術 革 新 に伴 う産 業 構 造 の 変化 、 更 に は社 会 構造 の変 化 は、 社 会 の 中

に包 含 され て 生 き る我 々 に と って、 生 き るた め の、 生 き残 るた め の 術 と して 学

習 ず る こ と を選 択 せ ざ るを得 な い の で あ る。

第3点 と して、 わ が 国 に お い て は、 人 々の学 習 活 動 を維 持 推 進 して い くだ け

の社 会 的、 経 済 的 条 件 が整 って きて い る とい う点 も見 逃 す こ と はで きな い。 近

年 の 安 定 した経 済 の発 達 は、 わ が 国 を経 済 大 国 と し、 国 民 所 得 を上 昇 させ て い

る。 文 化、 教 育 に そ の 一部 を さ くこ とを可 能 な ら しめ るよ う に な って きた と い

え る。

第4点 と して、 社 会 の 側 の 要 望 と して、 豊 か な国 家 を維 持 永 続 して い くた め

に生 涯 教 育 の必 要 性 を と らえ る こ とがで きよ う。 社 会 を構 成 す る 人 々 が、 豊 か

で ゆ と りの あ る心 を持 ち、 さ らに勤 勉 で 生 き生 き と した活 動 の 中 で 社 会 を動 か

し 活 性 化 して い か ね ば、 我 々 の生 活 基 盤 と して の社 会 が崩 れ て しま うか らで あ

る。

以 上 の よ う な ポ イ ン トを 念 頭 に お い て社 会 の なす べ き役 割 を考 え る と き、 適

切 な教 育 に対 す る対 応 が 望 ま れ るの は言 うまで もな い だ ろ う。

で は、 この よ うな状 況 を踏 ま え て、 どの よ うな視 点 で 人 々 に 対 す る教 育 、 生

涯 学 習 を と らえて い くべ き だ ろ うか。

2.2.博 物 館 の 役 割

博 物 館 の成 立 ち を歴 史 に求 め るな ら、 紀 元 前300年 ご ろ エ ジ プ トの ア レキ

サ ン ドリア に創 設 され た ム セ イ オ ンに そ の起 源 を み る こ とが で き る。 ギ リシ ャ

の哲 学 者 と して 有 名 な プ ラ トンの創 設 した ア カ デ メイ アや、 プ ラ トンの 弟 子 で

あ り、 優 れ た 哲 学 者 で あ る と同 時 に優 れ た博 物 学 者 で もあ っ た ア リス トテ レ ス

に よ って創 設 され た リュ ケ イ オ ンの よ うな知 識 形 成 の場 と して の 機 能 を モ デ ル

と し、 更 に発 展 さ せ て、 知 識 形 成 の た め の情 報 の保 存、 及 び知 識 を 広 く一 般 に

普 及 す るた め の 場 と して の 機 能 を も包 含 した総 合 研 究 施 設 と して 生 まれ た あ で
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あ る。

この ム セ イ オ ンの 果 た した役 割 は、 現 代 の博 物 館 に お い て もな ん ら変 わ る こ

との な い不 変 の命 題 と して、 博 物 館 の存 在 意 義 と して と らえ る こ とが で きよ う。

そ の役 割 とは、 市 民 か らの要 請 に応 えて 学 術 や文 化 に 関 す る事 物 に つ い て 実 地

に確 か め、 自 らの 知 を 醸 造 す る こ と ので き る公開 の機 関 と言 う こ とが で きよ う。

例 え ば、1951年7月 改 訂 のICOM(国 際 博 物 館 専 門 家 会 議)の 憲 章 で

は博 物 館 は次 の よ うに定 義 され て い る。

第2章 定 義1)

博 物 館 と は、 芸 術、 歴 史 、 科 学 お よ び技 術 関 係 の収 集 品 、 な らび に植 物

園、 動 物 園、 水 族 館 な ど、 文 化 的価 値 あ る資 料、 標 本 類 を、 各 種 の 方 法 で

保存 し、 研 究 し、 そ の 価値 を高 揚 し、 な か ん ず く公 衆 の慰 楽 と教 育 に資 す

るた◆め に公 開 す る こ とを 目的 と して、 公 共 の 利 益 の た め に 経 営 され る あ ら

'ゆ る恒常 的 施 設 を い う
。

公 共 図 書 館、 公 共 記 録 補 完 書(公 文 書 館)な ど で常 設 の 展 示 室 を 備 え る

もの も博 物 館 と して扱 う。

自然科 学 や 文 化 に関 す る事 物(生 物 も含 め て)や 情 報 等 を 広 く収 集 ・保 管 し、

そ の研 究 を行 う と と も に、 教 育 的配 慮 の も と、 広 く一 般 に 集 め た 事 物、 情 報 を

公 開 して、 人 々 の教 育 、 学 習 の助 け を成 す こ とが 博 物 館 の 役 割 と言 え る の で は

な いだ ろ うか。 ま た、 この 役 割 を考 え るな ら、 社 会 の要 請 で あ る生 涯 教 育 を考

え る時、 その 推 進 に あ た って、 最 もふ さわ しい機 関 で あ ろ う。 生 涯 教 育 の問 題 .

に対 し、 それ を実 戦 す る受 け皿 と して博 物 館 は機 能 す べ きで あ る し、 ま た、 そ

の 役 割 を 果 た す た め に こそ、 博 物 館 は博 物 館 と して誕 生 し、 今 日 に至 って い る

ど言 え る。 。

2.-3L博 物 館 ネ ッ ト ワ ー ク の 必 要 性

博 物 館 の役 割1こ れ は ム セ イ オ ンの 創 立 以 来 現 代 に 至 る まで 変 わ る もの で は

な い。 しか し、 役 割 を 果 た す た め に何 を 成 す べ きか、 どの よ うに機 能 す る こ と
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が博 物 館 の役 割 を 果 た す こ とに な るか とい う こ とに つ いて は、 時代 、 時 代 に お

け る社 会 の状 況 や 、 人 々 の 目的 意識 によ って変 化 す る もの で あ る。 役 割 を 果 た

す た め の手 段 は、 常 に状 況 に よ って 変 化 し得 るの で あ る。 現 代 に お け る博 物 館

と生 涯 教 育 と の関 わ りに お い て も、 この 手 段 の変 化 を 考 慮 に入 れ る必 要 が あ る。

生 涯 教 育 に お い て 対 象 とな るの は、 子 供 か ら大 人、 高 齢 者 に まで い た る様 々

な ライ フ ス テー ジ の人 々 で あ る。 しか も人 々 の 価 値 観 は 多 用 化 し、 な お か つ 高

学 歴 化 社 会 とな っ た現 代 の 日本 に お いて、 人 々 が 生 涯 学 習 に求 め る内容 は非 常

に多 岐 にわ た り、 しか もか な り高 度 な知 識 が 求 め られ る事 が あ る と言 わ ざ る を

得 な い。 この よ う な ニ ー ズ に対 応 す る こ とは、 単 一 の博 物 館 で は到 底 不 可 能 で

あ る。 あ り とあ ら ゆ る情 報 や 資 料 を、 一 つ の博 物 館 が あ まね く網 羅 して 持 ち、

そ れ を 地 域 住 民 に情 報 と して 提 供 す るな どと い う こ と は、 物 的 に も、 そ して 人

的 に もで き る こ と で は な い。 絵 画 を例 に とる な ら、 あ る作 者 の特 定 の 作 品 、 こ

の オ リ ジナ ル は一 つ しか 有 り得 な い。 全 て の博 物 館 に そ の絵 を収 蔵 しよ う と考

え るな ら、 レ プ リカ を 全 国 の博 物 館 の数 だ け作 成 し、 それ を収 蔵 す る しか な い。

この よ うな考 え 方 は 現 実 的 で は な い。 しか し、 情 報 と して、 あ る作 者 の 特 定 の

作 品 が 求 め られ る こ と、 これ も また事 実 で あ ろ う。 で は、 博 物 館 は どの よ う に

機 能 す べ きな の で あ ろ うか。

博 物 館 に対 し求 め られ る知 識 情 報 に対 応 して い くに は、 全 国 に点 在 す る約4

900館 の博 物 館 が 自 らの保 有 す る情報 を相 互 補 完 的 に提 供 しあ い、 そ の情 報

を運 用 す る こ とで 人 々 へ の サ ー ビスを行 って い くこ と で、 対 処 で き る と考 え る。

科 学 技 術 の 進 歩 に よ り、 各 種 情報 機器 の普 及 が 急 速 に進 ん で い る。 ま ず 博 物

館 は、 自 らの 館 の 事 物 情 報 を デ ー タベ ー ス化 して、 自 ら保 有 す る情 報 を 掌 握 す

る と と もに 自由 に 情 報 に ア クセ スが で き るよ うに す る必 要 が あ る。 そ の 上 で、

全 国 の博 物 館 とパ ソ コ ン通 信 等 を利 用 して ネ ッ トワー クを 形 成 し、 情 報 を ネ ッ

トワー ク上 で 一 元 化 す る こ とで、 情 報 の有 効 活 用 が 図 れ、 社 会 の要 請 に も応 え

る こ とが で き る もの と考 え るの で あ る。 生 涯 学 習 に お け る ニー ズの 多用 化ミ 学

習 内 容 の高 度 化 の 中 で 博 物 館 が そ の 役割 を 果 して い くに は、 こ の よ うな ネ ッ ト

ワー ク化 を 図 る こ とが 必 要 不 可 欠 で はな い だ ろ うか。 各 博 物 館 が持 つ 固 有 情 報

を、 ネ ッ トワー ク と い う一 つ の 統 合 化 され た知 識 ベ ー スの 中 で 共 有 し、 人 々 の

教 育 、 学 習 の 助 け を 成 す 機 能 を 持 つ こ とが、 現 代 に お い て 博 物 館 が そ の 役 割 を
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果 た す こ とに な る と言 え るの で は な い だ ろ うか。

2.4.博 物 館MARC化 の 意 義

現 在、 博 物 館 情 報 の流 通 は、 新 聞、 テ レ ビ等 の マ ス コ ミか ら定 期 的 に 流 され

る特 別 展 案 内や 新 しい博 物 館 の 開 館 情 報、 あ るい は ガ イ ドブ ック風 の博 物 館 案

内 な どが 主 で、 そ の他 専 門 家 向 け の 雑 誌 や博 物 館 自身 の 広 報 活 動 に よ る もの な

どが あ る。 それ らは、 情 報 の流 れ の 観 点 か らみ る と一 方 通 行 的 な傾 向 が 強 く、

例 え ば、 「ピカ ソの絵 は ど こ の 美 術 館 に行 け ば見 れ る のか?」 とい う問 い合 わ

せ 的 な事 は、 ほ とん ど行 な わ れ て い な い。 これ は、 ア ンバ ラ ン スな状 態 と い え

る。

ま た、 既 存 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ スを広 く見 渡 す と、 直 接 ビ ジネ ス に結 びつ

く市 場 ・金 融 分 野 な どの デ ー タ ベ ー ス は、 質 量 と も充 実 し、 今 後 ま す ます 発 展

す る方 向 に あ るが、 生 涯 教 育 を 支 援 す べ き学 術 や 文 化 に関 す る デ ー タベ ー ス は

非 常 に遅 れ て い る とい え よ う。 最 近 図書(書 誌 情 報)に つ いて は整 備 さ れ つ つ

あ る が、 学 際 的 な傾 向 が 強 ま る中 で、 人 々 が 一 つ の事 を知 ろ う と して も、 い ろ

い ろ な角 度 か らの ア プ ロー チ が 必 要 とな って きて、 そ の結 果、 従 来 の よ うな 限

られ た 資料 か らの調 査 や 人 の記 憶 に頼 る方 法 で は、 必 然 的 に限 界 と な って しま

う。

これ らの 問題 を総 合 的 に解 決 しっ っ、 博 物 館 サ イ ドか ら の生 涯 教 育 環 境 を整

備 す るた め に、 ま ず や らな け れ ば な らな い事 は、 「ど こに、 ど うい う博 物 館 が

あ り、 そ こで どん な活 動 が 営 ま れ て い るの か?」 とい った 基 礎 的 な 情 報 を漏 れ

な く調 査 し、 電 子 媒体 化 す る こ とで あ る。 そ の後 に、 これ らを基 に デー タ ベ ー

ス を構 築 す れ ば、 例 え ば 「考 古 学 に つ い て興 味 が あ る が、 ど こか近 くに お も し

ろ い博 物 館 が あ るか?」 と い った 利 用 者 か らの問 合 わ せ に対 応 す る こ と が可 能

とな り、 今 ま で の一 方 通 行 的 な 流 れ が、 両 方 向 化 し、 あ る い は、 強 力 な検 索 ツ

ー ル と して活 か され る事 に な る。

本 事 業 で この電 子 媒 体 をMARCと 称 した理 由 は、 第 一 に、 この情 報 を基 に ア プ

リケ ー シ ョンを構 築 す る場 合、 媒 体 自体 の 仕 様 が 統 一 され て い る こ とが望 ま し

い か らで あ る。 す なわ ち標 準 化 と して の 意 義 が あ る。 第 二 に博 物 館 の 中 に は、
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国立 博 物 館 の よ う に充 実 した 内 容 を持 つ ものか ら、 個 人 で運 営 して い・る私 的 な

もの ま で種 々雑 多 な の で、 あ る一 定 の規 準(入 力 フ ォー マ ッ ト)を 定 め る必 要

が あ る。 す な わ ち デ ー タに 均 一 性 を 持 た せ る事 の 意 義 が あ る。 第 三 に、 年 間 約

200-300程 度 の デ ー タ変 動(開 館、 閉 館 等)が 見 込 ま れ るた め、 そ れ を最 新 状 態

に維 持 す るた め の 方式 を確 立 す るた め な どが あ る。

とれ らの事・が、 博物 館情 報 をMARC化 す る事 の 意 義 で あ る。

2.5.項 目 の 選 定

項 目の 選 定 に当 り利 用 対 象 ユ ー ザ と して 以 下 を考 え た。

一 般 ユ ー ザ

博 物 館

観 光 業 者

学 校

大学 の 研 究 機 関 や 専 門 家

自治 体

企業

業 者

今 回 の 博 物 館MARCに 関 して、 一 般 ユ ー ザ にっ い て は そ の利 用 目的 や ニ ー ズが

不 明 確 で あ る。

博 物 館 にっ い て は収 蔵 資 料 の検 索 や特 別 展 の調 査、 あ る い は 他 の 博 物 館 で の

研 究 内 容(ど ん な 人 が ど うい う分 野 を)を 知 りた い等 の ニー ズ が あ る。

観 光 業 者(JRな ど もふ くむ)は 修 学 旅 行 のた めめ 見 学 先 を選 ぶ た め に使 う

事 が 考 え られ る。 学 校 側 は業 者 まか せ の 傾 向 が あ る。 例 え ば駐 車 場 や 交 通 経 路 、

食 事 な ど の付 帯 設 備 の有 無 が選 択 の 決 め 手 とな る事 が 多 い。

学 校 に お い て は、 展 示 の説 明 が受 け られ るか否 か や、 休 憩 す る場 所 が あ るか

な い か に つ い て は ニー ズが あ る。

研 究 者 にお いて は利 用 目的 を 特 定 で きな い。 逆 に言 え ば 全 て の項 目 が研 究 対

象 とな り う る ので 項 目は多 けれ ば多 い ほ どよ い。

自治 体 に っ いて は生 涯 教 育 等 の充 実 を 目 的 と した 博 物 館 設 立 の た めの 企 画 が
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行 わ れ る事 が 多 くそ の 際、 他 の 博 物 館 に っ い て の運 営 方法 や予 算、 職 員 の 数、

展 示 内容 、 建 物 の面 積 や レイ ア ウ ト、 周 辺 の環 境(例 えば 図 書 館 と隣接)等 を

調 査 す る事 が あ る。

これ らの事 を 考 慮 した結 果、 以 下 の項 目 を 候 補 と して検 討 した。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

博 物 館 番号

名 称(略 称 はや め る)

名 称 の 読 み

所 在 地

所 在 地 の読 み

所 在 地 コー ド(JISコ ー ド)

電 話 番 号

交 通 案 内

館 長

設 立 母 体

施 設 面 積

入 館 料

開 館 時 間

休 館 日

観 覧 所 要 時 間

分 類

分 類 の 読 み

出版 物

そ の他 の 事 業:身 障 者 の扱 い につ い て。

傘 の 問題 、 ロ ッカ ー設 備。

体 験 学 習 の 有 り無 し。 イベ ン トの有 り無 し。

予 約 を必 要 とす るか しな い か。
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候 補 項 目 に つ い て デ ー タ の均 一 性、 網 羅 性 を重 視 した結 果、 今 回 の デ ー タ収

集 項 目 は以 下 の 通 りと した。

1.

2.

3・.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

博 物 館 番 号

名 称

名 称 の 読 み

所 在 地

所 在 地 コー ド(JISコ ー ド)

電 話 番 号

館 種

設 立 母 体

運 営 母 体

開 設 年 月

2.6.調 査 結 果 及 び 今後 の 課 題

日本 博 物 館 協 会 が昭 和61年 度 に 行 っ た調 査 に よ る と、 日本 全 国 に は255

4館 の博 物 館 が あ る と され て い る。 しか し本 調 査 研 究 の結 果、4902館 の 博

物 館 が全 国 に あ る こ とが確 認 され、 これ らの博 物 館 に っ い て 前 述 の 基 本 的属 性

につ い て調 査 を 行 い、 博 物 館MARCを 作成 した。 博 物 館 数 に つ いて は、 従 来 日本

全 国 に あ る と言 わ れて い た博 物 館 数 の約2倍 に相 当 す る博 物 館 を確 認 す る こ と

が で き、 この 所 在 情 報 ひ とつ を と って も非常 に意 義 の あ る デ ー タ を集 め る こ と

が で きた。 しか し、 各 博 物 館 の属 性 デ ー タ にっ い て は、 デ ー タの 均 一 性 や網 羅

性 を 考 慮 した 結 果 、 比 較 的 変 化 の少 な い属 性 デ ー タの 項 目 に絞 って 調 査 を行 っ

た た め、 情 報 を充 分 に盛 り込 む こと がで きた とは い い が た い。 例 え ば入 館 料 や

観 覧 所 要 時 間 等、 年 に よ りデ ー タの 値 の変 化 す る もの や、 感 覚 的 で 必 ず し も均

一 の デ ー タ とな らな い もの につ いて は
、 デ ー タ の メ ン テ ナ ン ス等 も含 め て 今 後

どの よ う に付 加 す るか を考 え て いか ね ば な らな い。 例 え ば パ ソ コ ン通 信 等 を 利

用 して、 項 目 の フ ォー マ ッ トの み を 各 館 に提 示 し、 情 報 の 更 新 を各 館 に 行 って

も ら う とい うや り方 も一 案 で あ ろ う。 こ の よ うな や りか た で 情 報 を 集 め、博 物
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館MARCの デ ー タ と して 取 り込 ん で、 博 物 館MARCの 情 報 を さ らに 利 用 価 値 の あ る

もの と して、 各 博 物 館 や一 般 に提 供 して い くよ うな方 策 を今 後 考 え て い き た い。

今 回 の博 物 館MARCは 全 国 の博 物 館 を網 羅 的 に と らえ るに留 ま った が、 次 の ス

テ ップ と して は、 この網 羅 的博 物 館 情 報 に枝 葉 を付 け る作 業 で あ ろ う。 す な わ

ち各 々 の博 物 館 に、 どの様 な収 蔵 品、 どの よ うな事 物 情 報 が あ る か を 押 さえ る

作 業 で あ る。収 蔵 品 情 報 等 の デ ー タ ベ ー ス化 は、 情 報 整 理、 収 蔵 品 管 理 の必 要

性 か ら昔 か らカー ド等 を利 用 して 行 わ れ て きた。 しか し、 カー ドベ ー ス で は、

博 物 館 内 部 は と もか く一 般 の 人 の 利 用 は ほ とん ど不 可能 で あ る とい え る。 電 子

ベ ー スで の デ ー タ ベ ー ス化 は、 大 阪 府 に あ る国立 民 族 学 博 物 館 や千 葉 県 に あ る

国立 歴 史 民 俗 博 物 館 で 行 わ れ て い る。 国 立 民 族 博 物 館 で は平 成2年1月 現 在 で、

約150万 件 の収 蔵 品 情 報 が デ ー タ ベー ス化 され、 検 索 利 用 可 能 な 状 態 とな っ

て い る。 この150万 件 の 情 報 は、 電 子 化 され て い るが ゆ え に、 情 報 流 通 の シ

ス テ ム さ え整 備 す るな ら、 全 国 の博 物 館 が利 用 す る こ とが 出 来 るの で あ る。 こ

の メ リ ッ トは、 各 博物 館 に とっ て非 常 に大 き い もの と思 わ れ る。 しか しそ の 一

方 で、 電 子 化 以 前 の 問 題 と して、 そ もそ も収 蔵 品 情 報 等 が 未 整 理 の状 態 の 博 物

館 も又 数 多 く存 在 す る の も事 実 で あ る。

今 後 収 蔵 品 等事 物 情 報 の相 互 利 用、 共 有 化 を考 え る な ら、 デ ー タ フ ォー マ ッ

トの あ りか た を 早 急 に定 義 し、 各 博 物 館 が 共 通 の フ ォー マ ッ トの も とに 情 報 の

整 理 を して い く必 要 が あ る。 各 々 の 博 物 館 で 独 自 の フ ォー マ ッ トに よ る電 子 化

を 行 って しま うと、 せ っか くの情 報 が、 フ ォー マ ッ トが 違 うが ゆ え に 利 用 出 来

な い とい う、 非 常 に無 駄 が生 じ る お そ れ が あ るか らで あ る。 こ の フ ォー マ ッ ト

を決 め る 際 に は、 文 字 情 報 だ け で は な く、 画 像 デ ー タ や音 声 デ ー タ に つ い て も

考 慮 す る必 要 が あ る。 博 物 館 に あ る デ ー タ は そ もそ もが事 物 デ ー タ あ り、 言 葉

に置 き換 え て デー タ ベ ー ス化 す る こ と に は無 理 が あ る。 絵 や音 を言 葉 で 現 す こ

と は非 常 に難 しい こ とで あ る。 や は り 「百 聞 は一 見 に しか ず 」 の言 葉 通 り、 見

た通 り・ 聞 い た 通 りの情 報 を デ ー タ ベ ー スの 中 に盛 り込 む こ と を考 慮 す る必 要

が あ る。

ま た、 この デ ー タベ ー スを構 築 す る際 に は、 デ ー タを利 用 す る者 の 立 場 にた

った情 報 検 索 シ ステ ムを構 築 す る必 要 が あ る。 往 々 に して、 デ ー タ を サ ー ビス

す る側 と デー タ を受 け 取 る側 で、 情 報 の検 索 の 仕 方 に対 して 認 識 の 相 違 が 存 在
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す る。 デ ー タを サ ー ビ スす る側、 っ ま り博 物 館 側 で は、 収 蔵 品 の管 理 、 研 究 を

考 慮 して デ ー タ ベ ー スを 構 築 す るで あ ろ う。 しか し、 博 物 館 を利 用 す る側、 っ

ま り一 般 の 来 館 者 が そ の シ ス テ ムを 利用 した と き、 そ の シ ステ ムが 利 用 しや す

い もの で あ る とは 限 らな い。 現 在一 般 的 に使 わ れ て い るデ ー タ ベー スは、 特 定

資料 の 検 索 とい う、 目的 意 識 の 明 確 な検 索 に は向 いて い る。 しか し博 物 館 を 利

用 ナ る人 々 の興 味 は、 あ る特 定 情 報 の み にむ いて い るの で は な く、 そ の 特 定 情

報 を 取 り巻 く周 辺 情 報 を も求 め る もので あ る。 た とえ ば レオ ナ ル ド ・ダ ・ピ ン

チ の モ ナ リザ につ い て 知 りた い な ら、 そ の製 作 年 代 だ けで な く、 そ の 当 時 の レ

オナ ル ド ・ダ ・ピ ンチ の作 品 で あ る とか、 当時 の絵 画 の手 法 で あ る とか、 あ る

い は モ デ ル と な った 貴 族 の女 性 の情 報 の よ うな、 作 品 の回 りを取 り巻 く情 報 が

え られ る よ うな シ ス テ ム が必 要 で あ る。 ち ょ う ど、 画 集 や書 籍 を パ ラパ ラ と 「

ひ ろ い読 み」 す る よ うな機 能 で あ る。 あ る意 味 で、 人 間 の思 考 の 流 れ に そ っ た

検 索 シ ス テ ム と言 い換 え られ るか も しれ な い。

この よ うな デ ー タ検 索 の 手法 や、 あ るい は前 述 の音 声 、 画像 等 を デ ー タベ ー

ス と して 扱 う こ と を考 え るな ら、 今 後 はデ ー タベ ー ス を包 括 す る概 念 と して、

ハ イ パ ー テ キ ス ト等 に よ る シス テ ム の構 築 も考 慮 に入 れ て い く必 要 が あ ろ う。

さて、 さ ら に次 の ス テ ップ と して は、 この博 物 館 情 報 を いか に ネ ッ トワ ー ク

と して っ な ぐか と い う作 業 で あ ろ う。 既 存 のパ ソ コ ン通 信 網 を利 用 す る のか 、

あ る い は独 自の通 信 網 を構 築 す る の か、 独 自 にや るに して も、 どの よ う な ホ ス

トコ ン ピ ュー タ を ど こ に設 置 し、 どの よ うな ソ フ トで 情 報 を管 理 す るの か を 考

え て 行 か ね ば な らな い。 ま た、 パ ソ コ ン通 信 に の せ る に して も、 どの よ うに 各

館 の 情 報 を運 用 管 理 して い くか、 メ ンテ ナ ンス を誰 が や る の か等 多 くの 問題 が

予 想 され る。

上 記 の よ うな 課 題 を 推 進 して い くに あ た り、 どの段 階 を と るに して も、 財 政

的、 人 的 問題 は不 可 避 の こ とで あ る。 従 って、 「生 涯 教 育 」 とい う社 会 的要 請

を踏 ま え っ っ、 国 や 自治 体 の 資金 援 助 の も と、 全 国 の 博 物 館 が 協 力 し、 博 物 館

ネ ッ トワー ク を構 築、 実 施 す る こ とを提 言 す る もの で あ る。
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博物館

視 聴 覚 セ ン タ ー

博 物 館

末 ス ト施 麗

(博 物 館 な ど)

デ 一 夕ベ 一 斗 電子掲示板

電 子 会 臓 室 電 子 メー ル

.⑧

/

㊨

./

博物館

図書館

デ ー タ ベ ー ス

・収 蔵 事 物 デ ー タ ベ ー ス

・図 書 デ ー タ ベ ー ス

・イ ベ ン ト デ ー タ ベ ー ス

・人 材 デ ー タ ベ ー ス

な ど

電子掲示板

・ トピ ッ ク ス

・新 規 収 蔵 品 情 報

・お 知 ら せ

な ど

電子会議室

・自由 な 意 見交 換 の た めの 会 議 室

・日本 史 会 議 室

・世 界 史 会 議 室

・民 族 学 会 路 室
・言 語 会 麟 室

な ど

電 子 メニ⊥

・個 人 間 の 情 報 交 換

・事 務 連 絡

・文 献 の 機 械 翻 訳 サ ー ビ ス

な ど

図2-一 一1博 物 館 ネ ッ ト ワ ー ク 概 念 図
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3.博 物 館 デ ー タベ ー ス 構築 例

3.1.デ ー タフ ァイ ルの概 要

博物 館 デ ー タベ ー ス構 築 にあた りデー タフ ァイル の設計 を表3-1の よ うに行 った。

表3-1デ 一 夕 フ ァイ ル一 覧

項目名 属性 バ イ ト数 小数

1 博物館番号 数値 5 0

2 館園名 文字(漢) 32

3 館園名2 文字(漢) 30

4 館種 文字(漢) 10

5 設立 文字(漢) 10

6 運営 文字(漢) 10

7 開設年月日 数値 6 0

8 都道府県名 文字(漢) 8

9 市区町村 文字(漢) 12

10 所在番地 文字(漢) 26

11 気 付 ・ピル 文字(漢) 26

12 電話番号 文字 12

13 郵便番号 文字 6

14 郵便番号2 文字 3

15 フ リガナ 文字(漢) 10

16 JIDコ ード 文字 2

漢 字 の桁 数 はバ イ ト数 の1/2
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各 項 目 につ いて 、そ れ ぞれ次 の よ うな属 性 を付 与 して 、 デー タの入 力 を行 った。

(1)博 物館 番号 一連番号

ユニー クな数値をっけ る。(削 除時、博物館番号を指定す るので、

同番号が存在す ると、その全てが削除 されまて しまう。)

(2)館 園 名

(3)館 園 名2

漢字入力項 目

名称の長い ものは、館国名2に 入力す る。

括弧付 きの名称 は、館園名2に 分割入力す る。

例:旭 川市立旭川郷土博物館分室

(ア イヌ文化 の森伝承 の コタ ン)

・付 きの名称 は、 ・よ り館 園名2に 分割入力す る。

例:名 寄市立 名寄 図書館郷土 資料室

・自然郷郷土 資料展示室

～付属は、付属 の後 よ り館園名2に 分割入力す る。

例:信 州大学教育学部附属

志賀高原 自然教育施設

中アキの名称 は、アキの後 より館園名2に 分割入力す る。

例:松 本市立博物館附属機関

重要文化財旧開智学校

(4)館 種 単独の場合その まま入力。館種が2つ 以上続 くものは、頭 の1文 字

をっなげ るカ ッコ、中黒(・)は 省略す る。

例:総 合→総合 歴史→歴史 郷土→郷土 自然史→ 自然史

理工→理工 美術→美術 動物→動物 水族→水族

植物→植物 理工(プ)→ 理工 プ 郷土 ・歴史→郷歴

郷土 ・自然 史→郷 自 自然史 ・理工 ・動物→ 自理動

理工(プ)は プラネタ リウムのみを持 っている館
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(5)設 立 以下 の通 り設置者名を入力す る。

国 国立

都 、道 、府 、県 都道府県立

市 市立

区 区立

町 町立

村 村立

㈱ 株式会社

㈲ 有限会社

(財) 財団法人

(社) 社団法人

(宗) 宗教法人

(学)、 ～ 大学 、～学 校 学校法人

(特) 特殊法人

(福) 福祉法人

組合 組合

個人名 個人

その他 ?

一17一



(6)運 営 運営者 の分類 を下記の要領に従 い、入力す る。

(a)設 置者 と運 営者 が同 じ場合

・同 じ分類名 の頭2文 字 を入力。但 し、～立 は、立 をとる。

例:

設立分類 運営分類

北海道 道立 道

鎌倉市 市立 市

㈱○○ 株式会社 株式

・設置者の中に、運営担当の組織が ある場 合にはそれを入力。

設立分類 運営分類

国(文 化庁) 国立 文化

国(東 京大学) 国立 大学

札幌市(北 高校) 市立 高校

明治大学 学校法人 大学

(学)文 化学園 学校法人 専門

(b)設 置者 と運営者が異な る場合

・運営分類の設置分類 と同様 に入力。但 し、～立 は、立を とる。

設立分類 運営分類

青森県〈(財)〉 県立 財団法人

鹿児島市〈～㈱ 〉 市立 株式会社
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(7)開 設 年 月

(8)都 道 府 県名 ・

(9)市 区 町村

(10)所 在 番 地

(11)気 付 ・ビル

(12)電 話 番 号

(13)郵 便 番 号

(14)郵 便 番 号2

(15)フ リ ガ ナ

(17)JISコ ート'

開設年月を西暦で入力す る。

1桁 の月 はゼロを頭につ ける。

例:1990年3月 →199003

館園の所在地の都道府県名を入力す る。

館園の所在地の市区町村名を入力す る。

・ 「政令指定都市」 は市名のみ入力、区名 は所在番地 の項 目に入力

・ 「郡」名は入力せず、町村名 より入力

館園の所在地の番地を入力す る。

館園の気付 ・ピルを入力す る。

市街局番 と電話番号をハイフン(一)で っな ぎ、入力す る。

伊1:03-123-4567

郵便番号 の頭3桁 の数字 を入力す る。

郵便番号の枝番が ある場合、ハ イフンをつ け、入力す る。

伊1:123-45→123-45

↑ ↑

郵便番号2

郵便番号

館園名 の頭5音 をカタカナ入力す る。(2バ イ文字)

所在地 のJISコ ー ドを入力す る。(コ ー ド表参照)

例:北 海道 →Ol

青森 県 →02
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3.2.調 査データの概要

本調査 の結果、全国 に4902館 の博物館を確認 し、情報収集 を行 うことがで きた。都

道府県別 に館数 を見 ると表3-2の よ うな結果 となった。

表3-2都 道府県別博物館数 .t－

都道府県名 館 数 都道府県名 館 数 都道府県名 館 数

北 海 道 403 福 井 66 山 口 71

青 森 73 山 梨 84 徳 島 42

岩 手 83 長 野 239 香 川 69

宮 城 79 岐 阜 162 愛 媛 77

秋 田 63 静 岡 140 高 知 44

山 形 72 愛 知 197 福 岡 94

福 島 72 三 重 72 佐 賀 32

茨 城 90 滋 賀 59 長 崎 67

栃 木 81 京 都 136 熊 本 ・ 60

群 馬 99 大 阪 ll6 大 分 65

埼 玉 115 兵 庫 194 宮 崎 38

千 葉 130 奈 良 57 鹿 児 島 82

東 京 378 和 歌 山 41 沖 縄 54

神 奈 川 164 鳥 取 46

新 潟 126 島 根 72 合 計 4902

富 山 川 85 岡 山 123

石 川 95 広 島 95

一20一



また、各館を館種 によ り分類す ると表3-3の ような結果 となった。

表3-3館 種別博物館数

館 種 館 数 館 種 館 数 館 種 館 数

歴 史
'1751

郷 美 19 郷 史 2

美 術 638 不 明 18 植 水 2

郷 土 622 郷 自 18 郷自理植 1

理 工 281 郷 歴 自 17 郷 自 動 1

郷 歴 277 動 水 10 郷 美 理 1

自 然 257 郷 理 9 郷歴自理 1

植 物 157 郷 歴 程 9 郷 歴 植 1

業 歴 146 義 理 9 白 檀 1

総 合 133 歴 義 理 9 自 動 水 1

動 物 ll8 白 水 7 自 理 動 1

理 工 プ 85 自 動 7 歴 水 1

水 族 83 美 自 5 歴 動 1

歴 理 56 歴 美 自 5 歴 美 水 1

動 植 35 郷 自 理 4 埋 水 1

郷 歴 美 34 郷 理 プ 3 理 自 1

歴 自 33 郷歴美自 3

自 理 24 歴 自 理 3 合 計 4902

この結果か ら、 日本全国 には歴史系の博物館が圧倒 的に多 く、全体 の約35%を 占めて

いる ことがわか った。
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3.3.動 作 環 境

本 システ ムを運 用 す る にあ た り次 の よ うなハ ー ドウ ェア及 び ソ フ トウ ェア環境 が必 要 で

す 。

1)ハ ー ドウ ェ ア

・16ビ ッ トパ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

・10メ ガ バ イ ト以 上 の ハ ー ドデ ィ ス ク

・プ リ ン タ ー

・デ ィ ス プ レ イ

高 解像度 デ ィス プ レイ

コ ン ピュー タ本 体

4;
ハ ー ド デ ィ ス ク

1一

ド

3

一

図

ボーキ

2)ソ フ トウ ェ ア

・オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム

・日本 語 入 力 シ ス テ ム

・デ ー タ ベ ー ス

MS-DOS1}

ATOK62,

dBASE皿PLUS3)

1)MS-DOSは 米 国 マ イ ク ロ ソ フ ト社 の登 録 商 標 です
。

2〕ATOK6は 株 式 会社 ジ ャス トシステ ムの登 録 商 標 です
。

3)dBASEMPLUSは 米 国 ア シュ トン ・テ イ ト社 の登録 商 標 で す
。
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3.4.操 作 方 法

3.4.1.シ ス テ ム の イ ン ス トー ル

(1)ハ ー ドデ ィ ス ク よ り、MS-DOSを た ち あ げ て くだ さ い 。

(1)デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル(基 礎 一2.DBF)と 、CONFIG.DBフ ァ イ

ル ・(環 境 設 定)を 、dBASE皿+t)の シ ス テ ム と 同 じデ ィ レ ク ト リに コ ピー

して 下 さ い 。

例:デ ー タベ ー ス フ ァイ ル等 が はい った フ ロ ッ ピー を1の ドライ ブに い れ

¥DBと い うdBASE皿+の サ ブデ ィ レク トリに コ ピーす る場 合

(3)デ ー タ ベ ー ス の フ ロ ッ ピー を ぬ き 、 プ ロ グ ラ ム の フ ロ ッ ピー を 、1の ドラ イ

ブ に入 れ て 下 さ い 。

3.4.2.プ ロ グ ラム の起動

(1)MS-DOSを ハ ー ドデ ィス クよ り、た ち あ げて 下 さい。(ハ ー ドデ ィ スク

が 、Aド ラ イブ の状 態)

(2)プ ロ ンプ ト(A>)が でて い る状 態 で、DBASE"と 入 力 して下 さい。

(3)dBASE皿+が た ち あが り、 初期 画面 が 表示 され ます 。

リター ンキ ー を押 して下 さい"の 表示 が され ます か ら、 リタ ー ンキー を押

して下 さ い。

(4)博 物 館 デ ー タ ベー ス シ ステ ムが た ちあが り、 メ ニ ュー 画面 が表 示 され ます



*プ ログラム起動時の注意

・日本語 入 力 シス テ ム(FEP)は 、ATOK6を 使用 して下 さい。

漢 字項 目入 力 時 に、 自動 的 に漢 字 入 力 に な ります 。

・た だ し、他 のFEPで も使 用 で きます。 この時 、 漢字 項 目で 自動 的 に漢 字 入 力 に

な りませ ん ので 、 各FEPに 応 じた 、漢 字 入 力 を行 な って 下 さい。

ここで は 、ATOK6に 準 じた説 明 を します 。

・博 物 館 デ ー タ ベ ー ス システ ムを 自動 た ちあ げ しな い場 合 は、MS-DOSの 状 態

で 、CONFIG.DBの 名 前 を変 更 して お いて 下 さい。

A>RENAME¥DB¥CONFIG.DB*.ORG

上 記 の例 で 、CONFIG.DBは 、CONFIG.ORGと い うフ ァ イル名 に

変 更 され ま した。 自動 た ち あ げ した い場 合 は 、DBとORGを 入 れ換 えてREN

AMEし て下 さい。

3.4.3.シ ス テ ム の 運 用

1)メ ニ ュ ー

(1)博 物 館 デー タ システ ム を立 ち上 げ る と、 まず メ ニ ューの 画面 が 表示 され す 。(

図3-2)

(2)メ ニ ュー に は、 番号 と処 理 が表 示 され ます 。 そ して 、画 面 の下 部 に 、"番 号 選

択"と そ の横 に カー ソルが表 示 され て い ます 。

(3)こ こで 、選 択 した処 理 の番号 を入 力 します 。 表 示 されて いな い番 号 を選 択 す る

と、"入 力 した値 が違 い ます"と エ ラー表 示 され 、番 号 の入 力 に もど ります か

ら、正 しい処 理 番号 を入 力 して 下 さい。

(4)入 力 した処 理 に移 ります 。

(5)"0"を 入 力 す る と終 了 します 。
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:登 録

:修 正

削 除

覧 表 小

:検 索 ・ ソ ー ト

印 刷

:終 了

図3-2

2)登 録

(1)入 力 画 面 が 表 示 され(図3-3)、 カー ソ ルが博 物 館 番号 に きます 。

(2)博 物 館 番 号 か ら、 順 番 に入 力 します 。

(3)漢 字 の項 目で は、 漢 字 のモ ー ドに 自動 的 に な ります ので 、ATOKの 仕 様 に準

じて 入 力 して下 さい。

(4)次 の項 目 には 、 リター ンキ ー を押 下 す るか 、項 目 の桁 数 を入 力 した時 、 あ るい

は右 矢 印 キ ー で移 動 します 。

(5)前 の項 目 に は、左 矢 印 キー で移 動 します 。

(6)最 終 項 目 をぬ け る と、そ のデ ー タ は、 デー タベ ー ス に登録 され、博 物 館 番号 の

入 力 に戻 ります 。

^W登 録 を終 了 す る場 合
、 メニ ュー に も ど ります 。

デー タの整 理 を行 な い ます ので 、少 々時 間が か か ります 。
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図3-3

3)修 正

(1)表 示形 式 の選 択 メ ニ ュー が 画面 表 示 され ます。(図3-4)

(2)メ ニ ューの 時 と同 様 に、 選 択 す る番 号 を入 力 します 。

カー ド形 式 とは、1レ コー ドの情 報 を1画 面 に表 示 して 、'1件 ず っ 修正 入 力 す

る処理 の こ とです 。

一 覧表 とは、検 索 した レ コー ドを1レ コー ド1行 で 、1画 面 複 数 レコー ドを表

・ 示 、修 正 入力 で き る処 理 で す。

(3)修 正 したい レ コー ドを検 索 す る項 目を博 物 館番 号 ・館 園 名 ・都 道 府 県 名 よ り、

同様 に選 択入 力 します 。

(4)検 索 す る項 目を入 力 す る と、条 件 子 が表 示 され ます。 ・'

博 物館 番 号 の場 合 は 、"〉"、"<"、"〈1ニ"、"'`'〉="、"="よ り選 び

ます。 都 道府 県 名 、 園館 名 の場 合 は、 強="、 パ 〈=""〉="よ り選 び ます 。
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(5)比 較す る値 あるいは、文字列 を入力 します。

例 えば、東京都に在 る博物館 を指定 したい場合、検索す る項 目は、3:都 道府

県名 を選 び、次 に条件子 として、"="、 文字列 に"東 京都"と 入力 します。

これで、"都 道府 県名=東 京都"の レコー ドを修正対象 として、次の画面 に表

示 します。(図3-5)

(6)カ ー ド形式 を選んだ場合

①検索条 件で指定 した条件にあ うレコー ドが、1件 の場合は、その レコー ドを

表示 し、登録 と同様 に修正入力 します。

② また、1件 以上存在す る場 合は、1件 目をまず表示 します。

2件 目以降は、表示 の場合 と同様 のコン トロールキーを入 力 します。

③最終 項 目をぬけると、博物館番号 の入力に戻 ります。

　

R

W

・

(

(

'
1

COPY

次の レコー ドの修正入力

修正を終了す る場合、メニューにもどります。

一覧表形式の修正。現在表示中の レコー ドよ り、一覧表形式 で表

示、修正入力が行 ます。

画面 の印刷を行 う場合。
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1:カ ー ド 形 式

2覧 表

O:終 了

☆ 修 正 方 法 の 選 択
一 覧 表 か カ ー ド型 か 番 号 選 択

図3-4

1:博 物 館 番 号

2:館 園 名

3:都 道 府 県 名

0:終 了

都京葉いさだくてし力入を列字文

択選の目頭る
3
す
択
定
運
指
号
☆
番

図3-5
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(7)一 覧表示 を選 んだ場合

① 検 索 され た、 レコ・一 ドを1件 目よ り1画 面 分 表 示 します 。矢 印 キー 或 は、 コ

ン トロー ル キー によ り、 フ ィー ル ドと レコー ドの移動 を行 な い なが ら、 修 正

を行 な い ます 。(図3-6)

キ ー の 操 作 は 、以 下 に説 明 します 。

②AWを 押 下 す る と、"博 物 館番 号 を 指定 して下 さい"と 表 示 され ます 。

③ こ こで 、博物 館 番 号 を入力 す る と、 そ の レコー ドの カー ド形 式 で の 修 正 入 力

を 行 え ます 。

④ 終 了 す る場 合 は、 こ こで 、"E"と 入 力 して下 さ い。

・修正入力 中

カー ソル:右

文字:←

項 目 二^A

移 動:^Z

上

↑

R
(

ドー

ジ

コ

ー

レ

ペ

左

↓

F

B

(

(

下

↓

C
(

削 除

文 字:^G

項 目:^Y

レ コ ー ド:^U

挿入、上書:^V(交 互)

Esc修 正 を中止(修 正 した内容 は、無効 とな ります)

COPY画 面 の印刷 を行 う場合。
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4)削 除

(1)削 除 したい レコー ドを検索 す る項 目を博物館番号 ・館園名 ・都道府県名 よ り、

(図3-7)選択入力 します。

(2)検 索す る項 目を入力す ると、条件子が表示 され ます。

博 物 館 番 号 の 場 合 は 、"〉"、"<"、"〈 ニ"、"'〉="、"ニ"よ り選 び

'

、ます。

都道 府 県 名 、館 園 名 の場 合 は 、"="、"〈="、"〉="よ り選 び ます 。

(3)項 目の値 あ るい は 、文字 列 を 入 力 します 。

以上は、修正入力時の検索項 目指定画面 と(2.1か ら2.5)と 同様です。

(4)博 物館番号、運営 、館園名 、都道府県名が1画 面分表示 されます。

(5)1画 面表示す ると画面の下 に"削 除す る博物館番号 を入力 して下 さい"の メ ッ

セー ジが表示 されますか ら、削除 したい博物館番号 を入力 して下 さい。 この場

合、必 ず しも、その画面 に表示 されている必要 は在 りません。
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(6)'Wを 押 下 す る まで、(5)の 処 理 を行 ないます 。

(7)^Wを 押 下 す る と、"削 除 して よろ しいです か(Y/N)"と メ ッセ ー ジが表

示 され ます 。"Y"を 入 力 す る と、 指定 した博物 館 番 号 は、 デ ー タ ベ ー スよ り

全 て 、削 除 され ます。"N"を 入 力 す ると、削 除 は全 て 中 止 とな ります 。

纒 羅

^C次 画 面 表示

^R前 画 面 表 示

^W削 除 を終 了
。 メ ッセ ー ジを表 示 して、 メニ ュー へ も ど る。

図3-7
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5)一 覧 表 示

(1)1レ コー ド目 よ り、1画 面 分 表 示 され ます 。(図3-8)

(2)フ ァ ン ク シ ョ ンキー とキ ーの 操 作 に っ い て は、以 下 に説 明 します 。

f・1

f・2

f・3

f・4

f・5

^C

^R

^W

登録処理へ

修正処理へ

削除処理へ

検索 ・ソー ト処理 へ

印刷処理へ

次画面表示

前画面表示

一覧表示を終了
。 メニューへ もどる。

博 物 館No
・館 隠 名

・設 立 ・運 営 ・開 設

・都 道 府 県 ・市 区 町 村 ・所 在 番 地

・郵 便 番 号 ・電 話 番 号 ・フ リ ガ ナ

・ア イ ヌ 民 族 博 物 館

・財 団 法 人 ・財 団 法 人 ・198404

・北 海 道 ・白 老 町 ・若 草 町2-3-4

・059-09・0144-82-4199・ ア イ ヌ ミ ン

・赤 井 川 村 郷 土 資 料 館

・村 立 ・村 ・197811

・北 海 道 ・赤 井 川 村 ・赤 井 川122

・046-05・0135-34-6744・ ア カ イ ガ ワ

・赤 平 市 郷 土 館

・市 立 ・市 ・197611

・北 海 道 ・赤 平 市 ・綿 町3-1

.079-11・01253-2-・2211・ ア カ ヒ ラ シ

F1登 録F2修 正F3削 除F4検 索F5印 刷

ソ ー ト

・気 付 ・ ピ ル

JISコ ート"

・館 種

・歴 史

・郷 土

・総 合

^W:終 了^R:前 画 面

.^C:次 画 面

図3-8
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6)検 索 ・ソ ー ト

(1)検 索 か ソー トを メニ ュ ー によ り選択 します 。(図3-9)

(2)検 索 を選 択 した場 合

① フ ィー ル ド名 とNOが 画 面 に表 示 され、"検 索 を指 定 す るフ ィー ル ドを指定 し

て 下 さ い。"の メ ッセー ジが表示 され ます 。(図:3-10)

この 時 、"0"を 入 力 す る と、 メニ・;一一に もど ります 。

② 検索 条 件 を指定 す るフ ィー ル ドNOを 入 力 します。

③ 表 示 され て い る条 件 子 を、選 択 します。

④ 項 目の 値 、 あ るい は文 字列 を入 力 します 。

⑤"検 索 条 件入 力 を続 け ますか?(Y/N)"と メ ッセ ー ジ表 示 され ます 。

⑥"Y"を 入 力 す る と、"接 続 子 を入 力 して 下 さい"と 表 示 され ます 。

"AND"( ～ か っ～)、"OR"(あ る いは)を 選 択 します 。

⑦ フ ィー ル ドNOの 入 力 に もど ります か ら、 検 索条 件 を続 けた い時 は 、同様 に 条

件 を入 力 します。 こ こで は、最大5フ ィー ル ドの条 件 指 定 を行 え ます 。

た とえ ば 、 都道 府 県 名 が北 海道 で、運 営 が 国立 の もの を検索 した い と きは 、

都道 府 県 名 を検 索 フ ィー ル ドに指 定 、次 に条 件 子 に"="を 選 択 、 文字 列"

北海 道"を 入 力 します 。接 続子 は、"AND"で 、2番 目の検 索 フ ィー ル ド

に運 営 を 指定 、条 件 子"="、 文 字列"国 立"を 入 力 して 、検 索 条 件入 力 を

続 け ます か の メ ッセ ー ジに"N"を 入 力 します 。

⑧"N"を 入 力す る と、検索 され た レコー ドの表 示 画 面 にな ります 。

(図3-ll)

^C次 画 面 表示

AR前 画 面表 示

^W検 索 を終 了
。 メ、ッセー ジを表 示 して 、 メニ ュー へ もど る。

・検索 した レコー ドを対 象 と して 、以 下 の各処 理 を選 択 で き ます 。

f・1修 正 処 理 へ

f・2印 刷 処 理 へ
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図3-9

検 索 項 目選 択

号

名

番

2

月
県
村
地

館
名
名

年
府
町
番

物
園
園
種
立
営
設
道
区
在

博
飽
飽
館
設
運
開
都
市
所

1

2

3

4
▲
5

6

1

1
よ
ー
⊥
1

1
1
1

レ

2

ノピ
号

号
号
ナ
・

・
番

番
番

ガ
↓

付
語

便
便
リ
臼

気
電

郵
郵
フ
H

終 了 の 時 は 『0』 を 入 力 し て く だ さ い 。

検 索 を 指 定 す る フ ィ ー ル ドNOを 指 定 し て 下 さ い:0

図3-10
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・館 種

気 付 ・ ピ ル
JISコ ード テ㌔ タ分 類 分 類 コート

 

地
ナ
番
が

設
在
リ

開
所
フ

村
号
町
番

営
区
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運
市
電

o

県
号

響
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・理 工
POCKETTH工NK

1
大 手 セ ン タ ー ビ ル1F
131

1-1

一 工

3
H
町
ビ

㎜
醤
.

.
距

社
㌫
推
認

鱒
嘩
咽

㌍ M会
都

0

・歴 史

◆

11
間 島 記 念 館 内
13

52一 4

ガ
ー
マ

03

4

ヤ

78

谷

オ

ー9

渋

ア11

一

81
…蕊

願
人
学
法
都
0

・美 術

東 京 電 力 サ ー ビ ス セ ン タ ー2
131.1

7ー 72一

コ

2

サ

ー1

草

ク

77

浅

サ

ー9

西

ア

巧 芸館
・?

・台 東 区

・03-845-3591

^R:前 画 面^C:次 画 面^w:終 了
印 刷F2

 

正

都

1

修

媚

B

式

京

0

47

山

校

京

5

48

草

京

1

11

1

株

東

1

11

青

学

東

1

11

浅

?

東

1

田

図3-11

(3)ソ ー ト

① フ ィー ル ド名 とNOが 表示 され 、"ソ ー トフ ィー ル ドを指 定 して下 さい"の メ

(図3-12)ッ七 一 ジが表 示 され ます 。

② ソー トす る フ ィー ル ドNOを 入 力 します 。

この 時 、"0"を 入 力 す る と 、 メ ニ ュ ー に も ど り ま す 。

③"ソ ー トフ ィー ル ド入 力 を続 けます か?(Y/N)"と メ ッセ ー ジ表 示 され

ま す か ら 、 続 け る と き は 、"Y"を 入 力 す る と 、 ① へ 、"N"'で 、 ソ ー ト

を開始 します。

最 大5フ ィー ル ド指 定 で きます。

④ 指 定 した フ ィー ル ドの順 に、昇順 に ソー トされ ます 。

⑤ メ ッセ ー ジが表 示 され ます。
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(a)"基 礎 一2.dbfを 削除 して よ ろ しいで す か(Yes/No)"と 表 示 され ま

す か ら、"Y"を 入 力 して下 さい。

(b)"WKSORT.dbfを 削 除 して よ ろ しい です か(Yes/No)"と 表 示 さ

れ ます か ら、同 じ く"Y"を 入 力 して 下 さい。

⑥ ソー ト処理 が終 わ る と、 ソー ト結 果 が 、 画面 に表 示 され ます。

⑦ ソー ト処 理 終 了後 は 、 レ コー ドが 、 この並 び にな ります 。

C

R

W

(

(

(

次 画面 表 示

前 画面 表 示

ソー ト表 示 を 終 了。 メ ッセ ー ジを表 示 して 、 メニ ュー へ も ど る。

・ソー トした レ コー ドを対 象 と して
、以 下 の各 処理 を選 択 で きます 。

f・1修 正 処 理 へ

f・2印 刷 処 理 へ

*ソ ー ト時 注意

・ソー ト処 理 には 、現 在 の デ ー タ ベー スフ ァイル と同 じ大 き さの ワー クフ ァイル

を必 要 と します 。 必 ず デ ィ ス クの残 り容 量 を確 認 して か ら、処 理 を行 な って下

さい。

・も し、 デ ィ スク容 量 が足 りな い場 合 は、 エ ラー メ ッセ ー ジが 表 示 され メニ ュー

に戻 ります。

・基 礎 一2 .dbfとWKSORT.dbfを 削除 す る の は、 ソー ト結 果 を まず

WKSORT.dbfと い う作業 用 の フ ァイ ルに書 き出 し、 そ の フ ァイル を新

しい(ソ ー トされ た)基 礎 一2.dbfに す るた め です 。
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ソ ー ト項 目 選 択

号

名

番

2

月
県
村
地

館
名
名

年
府
町
番

物
園
圃
種
立
常
設
道
区
在

博
館
館
館
設
運
開
都
市
所

ル

2

類
ド

ピ
号
号
号
ナ
・
分

一

・
番
番
番
ガ
↓
タ

コ

付
語
便
便
リ
翻

一
類

気
霜
郵
郵

フ
H
デ
分

終 了 の 時 は 『0』 を 入 力 し て く だ さ い 。

ソ ー トを 指 定 す る フ ィ ー ル ドNOを 指 定 し て 下 さ い 。0

図3-12

7)印 刷

(1)印 刷 の メ ニ ュー が表 示 され ます か ら(図3-13)、 処 理 を選 択 して下 さい。

(2)表 形式 で の 印刷

① 印刷 形 式 を選 択 す る メニ ュー が 、表示 され ます 。(図3-14)

② 印刷 した い形 式 を選 択 して くだ さい。

③"印 刷 を 行 な い ます 。(リ ター ンキ ーで 実 行 、ESCで 中止)"と メ ッセ ー

ジが 表 示 され ま す。

リター ンキ ー を押 下 す る と、 印刷 が開 始 され 、ESCキ ー で メニ ュー に 戻 り

ます 。

④ 印 刷 を 途 中 で 中止 した い場 合 は、ESCを 押 下 して下 さい。 印刷 を強 制 的 に

終 了 します 。

ESC強 制終了
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博 物 館 デ ー タ ベ ー ス 【印 刷 】

1:表 形 式 で の 印 刷

2DM発 行

3:特 定 デ ー タ の 印 刷

0:終 了

番 号選 択9

図3-13

博 物 館 デ ー タ ベ ー ス 【印 刷 】

1:館 園 名+住 所

2:館 園 名+館 種

3:全 て の 項 目

4:そ の 他 の 印 刷

0:終 了

☆ 印 刷 す る 表 の 選 択

番 号 選 択

一 覧 表

一 覧 表

図3-14
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3.4.4.他 の デ ー タ ベ ー スへ の デ ー タ の変 換

(1)dBASE皿+の デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル(基 礎 一2.DBF)を 、MS-DO

Sの テ キ ス トフ ァ イ ル に 、 変 換 し ます 。

(2)メ イ ン メ ニ ュ ー一が 表 示 さ れ て い る と き に 、 エ ス ケ ー プ キ ー(ESC)を 、 押 下

して 下 さ い 。dBASE皿+の コ マ ン ドモ ー ドに な り、 プ ロ ン プ ト(・)が 表

示 され ま す 。

(3)MS-DOSで 、 フ ォ ー マ ッ トし た フ ロ ッ ピ ー を 、 ドラ イ ブ に 入 れ て 下 さ い 。

(4)"USE基 礎 一2"と 入 力 して 下 さい 。

・USE基 礎 一2

(5)"COPYTOフ ロ ッ ピー の ドライ ブ:コ ピー側 フ ァイ ル名SDF"を

入 力 して下 さ い。

例:Cド ライ ブ に フロ ッピー を いれ 、 コ ピーす る。

・COPYTOC:博 物 館SDF

(6)こ の時 、基 礎 一2の フ ァイル の容 量 が、 フ ロ ッピー の空 き容 量 よ り、大 きい と

コ ピー で き ませ ん ので 、注意 して 下 さい。

(7)こ の 、 フ ロ ッ ピー の テキ ス トフ ァイル を、相 手先 の デー タ ベ ー スの デ ー タ フ ァ

イ ル に変 換 します。

(8)相 手 先 の デ ー タベ ー スを起 動 し、 メ ニ ュー を 選択 し、 テキ ス トフ ァイ ルを フ ァ

イ ル に変 換 す る メニ ュー を選 択 し、 メ ッセ ー ジに従 い 、操 作 します 。
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一
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ゆ

ぺ

θ
温

田

博 物 館 デ ー タ ベ ー ス 一 覧 表 90.02.18 1頁

館 園 名 住'館 種 設 立 所
運 営 開 設 年月 電話 番 号 郵便 番号 フ リ ガ ナJ・Sコ ード

朝 日町 郷 土資料 館

穴 馬民 俗館

今 立町 歴 史民俗 資 料館

今 立町 和紙 の里 会館

永 平寺 宝笥館

越 前大野 城

越 前 町民 俗資 料展 示 場

越 前松 島 水族 館 ・宇宙 館

大 野市 歴 史館

小浜 市 立郷 土歴 史資 料 館

勝 山郷 土館

勝 山 市立 教育福 祉 会 館

郷 土資 料展 示室

上 中町 立歴 史民 俗資 料 館

九頭 竜ダ ム展 示館

西 福 寺宝 物殿

佐久 間記 念館

鯖 江 市資料 館

鯖 江商 工会 諸所 美 術館
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県
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井
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井
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井
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県井

術
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朝 日 町 朝 日2-10-2

町 立 町197812

和泉村 舶24-9
村 立 村197309

今 立 町 定 友21-3-1

町 立 町198306

今 立 町 新 在 家11-12
町 立 町'197407

永 平 寺 町 志 比 永 平 寺

宗 教 法 人 宗 教 法 人197100

大 野 市 城 町3-109
市 立 市196807

越 前 町 梅 浦

町 立 町197700

三 国 崎

株 式 会 社 株 式 会 社197307

大 野 市 城 町2-13

市 立,市196807

小 浜 市 大 手 町4-20

市 立 市197904

勝 山 市 長 山 町1-7-15

個 人 個 人196410

勝 山 市 元 町1-5-16

市 立 市197610

上 中 町 熊 川 第11号 一4

町 立 町197606

和 泉 村 長 野

株 式 会 社 株 式 会 社198404

敦 賀 市'原13-7

宗 教 法 人
,宗 教 法 人196200

三積
立 抱 腹1.19,、 。4

鯖 江 市 長 泉 寺 町1-9-20
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鯖 江 市.本 町3-2-12
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博 物 館DB住 所 一 覧 表' 90.02.18 1頁

館 国 名 〒 住 所

朝 日町 郷 土 資料 館

穴馬 民 俗 館

今立 町 歴 史 民 俗資 料 館

今 立町 和 紙 の 里会 館

永 平寺 宝 物 館

越 前 大野 城

越 前町 民 俗 資 料展 示 場

越 前松 島水 族 館 ・宇 宙 館

大 野 市歴 史館

小 浜 市 立郷 土 歴 史 資料 館

勝 山郷 土館

勝 山 市 立教 育 福 祉 会 館
郷 土 資料 展 示 室
上 中 町 立歴 史 民 俗 資 料館

九頭 竜 ダ ム展 示 館

西 福 寺 宝物 殿

佐 久 間 記 念館

鯖 江 市 資 料 館

鯖 江 商 工 会 議所 美 術 館

芝政 地 下 博 物 館

清水 町 立 郷 土 資料 館

千 古の 家

滝 谷 寺 宝物 殿

武 生 市越 前 の 里 郷 土 資料 館

敦 賀郷 土博 物 館

敦 賀 市 立 児童 文 化 セ'ン ター

敦 賀 市 立 歴 史民 俗 資 料 館

916-01福 井 県 朝 日 町 朝 日2-10-2

912-02福 井 県 和 泉 村 朝 日24-9

915-02福 井 県 今 立 町 定 友21-3-1

915-02福 井 県 今 立 町 新 在 家11-12

910-12福 井 県 永 平 寺 町 志 比 永 平 寺

912福 井 県 大 野 市 城 町3-109

916-04福 井 県 越 前 町 梅 浦

913福 井 県 三 国 崎

912福 井 県 大 野 市 城 町2-13

917福 井 県 小 浜 市 大 手 町4-20

911福 井 県 勝 山 市 長 山 町1-7-15

911福 井 県 路 山 市 元 町1-5-16

919-17福 井 県 上 中 町 熊 川 第11号 一4

912-02福 井 県 和 泉 村 長 野

914福 井 県 敦 賀 市 原13-7

、919-13福 井 県 三 方 町 北 前 川

916福 井 県 鯖 江 市 長 泉 寺 町1-9-20

916福 井 県 鯖 江 市 本 町3-2-12

913福 井 県 三 国 町 浜 地45-1

910-36福 井 県 清 水 町 風 巻21-17

910-02福 井 県 丸 岡 町 上 竹 田

913福 井 県 三 国 町 滝 谷1

915-Ol福 井 県 武 生 .市 余 川 町55-1

914福 井 県 敦 賀 市 三 島 町1-3-3八 幡 神 社 境 内

914福 井 県 敦 賀 市 櫛 川42-2-1

914福 井 県 敦 賀 市 相 生 町7-8

図4-2館 園名+住 所
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頁190.02.18館 種一 覧表博 物館DB

種館名園館
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工
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美
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総
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歴
歴
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資
会
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俗

里

貧

民
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館
館
料
会
資
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館

福
民
示

所 美 術館

館
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資
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土

育
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展
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館
館
議
物
土

土
館
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紙
物
城
俗
水
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郷
館
教

歴
ム
物
念
料
会
博
郷

郷 土資 料 館

化 セ ン ター

俗資 料 館

 

里
館
文
民
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殿
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物
童
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殿
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物
前
博
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歴
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歴
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芳
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朝
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俗
歴
和
宝
野

民
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歴
立

土
立
立

ダ
宝
記
資

工
下
立
家

宝
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土
立
立
宝
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館

子
社
力

秀
子
陶
立
立

町
民
町
町
寺
大
町
松
市
市
郷
市
町
竜

寺
間
市
商
地
町

の
寺
市
郷
市
市
社
庄
科
原
神

火
県
原

県
県
県

日
馬
立
立
平
前
前
前
野
浜
山
山
中
頭
福

久
江
江
政
水
古

谷
生

賀
賀
賀
神
田
資
本
山
井
井
井
井
井
井

朝
穴
今
今
永
越
越
越
大
小
勝
勝

上
九

西
佐
鯖
鯖
芝
清

千
滝
武
敦
敦
敦
剣
名
藁
日
白
福
福
福
福
福
福

館園名+館 種図4-3
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1号番

18

ジ

Z
－
泊
ぺ
90

名園館

朝 日'町郷 土 資料 館,

穴 馬 民 俗館

今立 町歴 史民俗 資 料 館

今立 町和 紙 の里 会 館

永 平寺 宝物 館

越前 大野 城

越 前町 民 俗資 料展 示 場

越 前松 島 水族 館 ・宇 宙 館

大 野 市歴 史館

小浜 市立 郷土 歴 史資 料 館

島 山 郷土 館

勝 山 市立 教 育福 祉'会 館
郷 土 資料 展示 室

上中 町立 歴 史民 俗 資 料 館

九頭 竜 ダム 展示 館

西福 寺 宝物 殿

佐久 間 記念 館

鯖 江 市 資料 館

鯖江 商 工会 議 所 美 術館

館 種 住

〒 電 話 番 号

歴 史 福 井 県 朝 日 町
916-010778-34-2097

和 泉 村福 井 県歴 史

912-020779-78-2110

歴 史 福 井 県 今 立 町

915-020778-43-0229

歴 史 福 井 県 今 立 町

915-・020778-42-0016

歴 史 福 井 県 永 平 寺 町
910-120776-63--3102

郷 土 福 井 県 大 野 市

9120779-66-0234

郷 土 福 井 県 越 前 町
916-040778-37-2200

理 工 プ 福 井 県 三 国 崎
9130776-81-2700

歴 史 福 井 県 大 野 市

9120779-66-0238

歴 史 福 井 県 小 浜 市

9170770=52-1042

歴 史 福 井 県 勝 山 市
9110779-88-0773

郷 土 福 井 県 勝 山 市

9110779-88-5555

歴 史 福 井 県 上 中 町
919-170770-62-1235

理 工 福 井 県 和 泉 村
912-020779-78-2870

歴 史 福 井 県 敦 賀 市

91407702-2-3926

歴 史 福 井 県 三 方 町

919-130770-45-2222

歴 史 福 井 県 鯖 江 市
9160778-51-5999

美 術 福 井 県 鯖 江 市

9160778-51-2800

所

朝 日2-10-2

期 目24-9

定 友21-3-1

新 在 家11-12

志 比 永 平 寺

城 町3-109

梅 浦

城 町2-13

.大 手 町4-20

長 山 町1-7-15

元 町1-5-16

熊 川 第11号 一4

長 野

原13-7

北 前 川

長 泉 寺 町1-9-20

本 町3-2-12

図4-4レ ポー ト書式 を使用 した 場 合
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